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【入学試験日程表】 

 

◯ 自然災害や感染症の拡大状況、その他の事情により、入試日程・選抜方法等が変更になる

ことがあります。その際は、本研究科ホームページのトップページにある「NEWS」へ掲載

します。最新情報を随時ご確認ください。https://www.mie-u.ac.jp/innovation/ 

 

2025 年 10 月入学 第二次募集＜一般選抜・社会人特別選抜・外国人留学生特別選抜＞ 

2026 年 4 月入学 第一次募集＜一般選抜・社会人特別選抜・外国人留学生特別選抜＞ 

内  容 日  程 

障害等のある入学志願者との事前相談 2025 年 5 月 30 日（金）まで 

入学資格審査 申請期間 2025 年 4 月 28 日（月）～5 月 22 日（木） 

入学資格審査 結果通知 2025 年 5 月 29 日（木）以降 

出願期間 2025 年 6 月 16 日（月）～6 月 30 日（月） 

試験日 2025 年 7 月 17 日（木） 

合格者の発表 2025 年 7 月 25 日（金） 

入学手続き 
2025 年 10 月入学：2025 年 9 月中旬 

2026 年 4 月入学：2026 年 3 月中旬 

 

2026 年 4 月入学 第二次募集＜一般選抜・社会人特別選抜・外国人留学生特別選抜＞ 

※第一次募集で定員に満たなかった場合のみ行います。 

2026 年 10 月入学 第一次募集＜社会人特別選抜・外国人留学生特別選抜＞ 

内  容 日  程 

障害等のある入学志願者との事前相談 2025 年 10 月 31 日（金）まで 

入学資格審査 申請期間 2025 年 11 月 4 日（火）～11 月 20 日（木） 

入学資格審査 結果通知 2025 年 11 月 27 日（木）以降 

出願期間 2025 年 12 月 1 日（月）～12 月 24 日（水） 

試験日 2026 年 1 月 21 日（水） 

合格者の発表 2026 年 1 月 30 日（金） 

入学手続き 
2026 年 4 月入学：2026 年 3 月中旬 

2026 年 10 月入学：2026 年 9 月中旬 
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○博士後期課程 アドミッション・ポリシー（入学者受入れ方針） 

 

 地域イノベーション学研究科は、地域のニーズを発見し、問題を解決するための新しい概念

と方法を創造し、それらを国内のみならず海外にも展開できる地域イノベーション学に関わる

高度な思考方法と実現方法を教育します。そして、「多面的な視野で研究・開発が推進できる能

力とプロジェクト・マネジメントが実践できる高度な能力を兼ね備えた人材」および「地域に

ゼロから１を創造できる社会起業家（ソーシャル・アントレプレナー）人材」を養成します。 

 

～このような人を育てます～ 

自立した研究者として国際レベルの研究開発や新事業の創出を責任者として遂行できる高

度な研究能力とマネジメント能力を兼ね備えた人を育てます。 

 

～このような人を求めます～ 

１．大学院や実社会等における学習内容や経験を幅広く修得し、高度な専門知識と外国語力を

身につけている人 

２．プレゼンテーション能力等の実践的なコミュニケーション力を身につけている人 

３．地域の問題について自ら感じ（感じる力）、問題解決方法を考え（考える力）、社会を発展

させる（生きる力）意欲の強い人 

４．国際的に通用する基礎的研究能力および外国語によるコミュニケーション力を修養する意

欲の強い人 

５．多面的な視野に立った研究シーズの発掘とプロジェクト･マネジメントに興味があり、新

事業を創出し、地域社会の発展と国際社会の協調に関心が強い人 

 

－入学者選抜方針－ 

・一般選抜 

大学院や実社会等における学修内容や経験を幅広く修得し、専門的な外国語力と専門知識を

身につけており、コミュニケーション能力、専門分野に関する知識・理解力があり、プロジェ

クトマネジメント能力と研究開発能力を積極的に身につけて社会を発展させる強い意欲のあ

る学生を学力検査および口述試験によって選抜します。 

 

・社会人特別選抜 

プロジェクトマネジメント能力と研究開発能力を積極的に身につけて社会を発展させる強

い意欲を持ち、専門的な外国語力と専門知識を身につけており、コミュニケーション能力、専

門分野に関する知識・理解力がある社会人学生を学力検査および口述試験によって選抜します。 

 

・外国人留学生特別選抜 

プロジェクトマネジメント能力と研究開発能力を積極的に身につけて社会を発展させる強

い意欲を持ち、専門的な外国語力と専門知識を身につけており、コミュニケーション能力、専

門分野に関する知識・理解力がある外国人留学生を学力検査および口述試験によって選抜しま

す。 
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2025 年 10 月入学・2026 年 4 月入学・2026 年 10 月入学 
三重大学大学院地域イノベーション学研究科（博士後期課程） 

学生募集要項 
 

 

【2025 年 10 月入学（第二次募集）〈一般選抜・社会人特別選抜・外国人留学生特別選抜〉、 

2026 年 4 月入学（第一次募集）〈一般選抜・社会人特別選抜・外国人留学生特別選抜〉】 

 

○募集人員 

専攻 ユニット 募集人員 

地域イノベーション学 地域新創造 
10 月入学：若干名 

4 月入学： 6 名 

 

○出願期間・試験日・合格発表 

出願期間 試験日 合格発表 

2025 年 6 月 16 日（月） 

～2025 年 6 月 30 日（月） 
2025 年 7 月 17 日（木） 2025 年 7 月 25 日（金） 

備考 

受付時間：平日 

9 時から 17 時 

（郵送の場合は 

期間内に必着） 

当日は受験票を必ず持参して

試験室に入室してください。 

午前 10 時頃、地域イノベーショ

ン学研究科掲示板に合格者の受験

番号を掲示するとともに、合格者

には発表日に合格通知書を本人宛

に速達で発送します。 
電話等による合否の問い合わせに

は一切応じません。 

 

※本研究科ホームページに掲載する「合格者受験番号」については情報提供の一環として行う

ものであり、公式の合格発表は本研究科の掲示板及び郵送による通知で行います。 
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【2026 年 4 月入学（第二次募集）〈一般選抜・社会人特別選抜・外国人留学生特別選抜〉、 

2026 年 10 月入学（第一次募集）〈社会人特別選抜・外国人留学生特別選抜〉】 

 

○募集人員 

専攻 ユニット 募集人員 

地域イノベーション学 地域新創造 
4 月入学：若干名 

10 月入学：若干名 

 

○出願期間・試験日・合格発表 

※第二次募集は、第一次募集で定員に満たなかった場合のみ行います。 

出願期間 試験日 合格発表 

2025 年 12 月 1 日（月） 

～2025年 12月 24日（水） 
2026 年 1 月 21 日（水） 2026 年 1 月 30 日（金） 

備考 

受付時間：平日 

9 時から 17 時 

（郵送の場合は 

期間内に必着） 

当日は受験票を必ず持参して

試験室に入室してください。 

午前 10 時頃、地域イノベーショ

ン学研究科掲示板に合格者の受験

番号を掲示するとともに、合格者

には発表日に合格通知書を本人宛

に速達で発送します。 
電話等による合否の問い合わせに

は一切応じません。 

 

※本研究科ホームページに掲載する「合格者受験番号」については情報提供の一環として行う

ものであり、公式の合格発表は本研究科の掲示板及び郵送による通知で行います。 
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○選抜の方法 

※自然災害や感染症の拡大状況、その他の事情により選抜方法が変更になることがあります。 

 

【一般選抜】・【外国人留学生特別選抜】 

一般選抜及び外国人留学生特別選抜の入学者の選抜は、書類審査（GPA 含む）、学力検査、

口述試験の結果を総合して行います。なお、学力検査は TOEIC®(Test of English for 

International Communication) 公開テスト及び各種団体が主催する TOEIC®IP テスト（各大

学生協主催のカレッジ TOEIC®，本学主催の TOEIC®IP テストを含みます）によって判定す

ることとし，本人確認が可能なスコアシート（出願受付開始日から遡って 5 年以内のもの）の

み有効とします。 

 

注 1）TOEIC® Speaking&Writing Tests，TOEIC®Speaking Test，TOEIC Bridge®のスコアは評価の対象

となりません。 

注 2）TOEIC®受験に係る費用は、志願者の自己負担となりますのでご了承ください。 

注 3）授業のための日本語力は必要です。 

 

選抜の方法 時 間 摘     要 

学力検査  
出願受付開始日から遡って 5 年以内の TOEIC®公開テスト

又は各種団体が主催する TOEIC®IP テストの本人確認が

可能なスコアシートを出願時に提出してください。 

口述試験 13:30～ 

修士論文、研究業績書、研究成果資料、（又は研究経過報告）

及び研究計画書等についてプレゼンテーション（10 分間・

質疑応答 10 分間）を行ってもらいます。また、志願理由、

意欲、目的、学歴、職歴等について併せて説明頂きます。 

  

 

【社会人特別選抜】 

社会人特別選抜の入学者の選抜は、書類審査（GPA 含む）、学力検査、口述試験の結果を総

合して行います。なお、学力検査はTOEIC®(Test of English for International Communication) 

公開テスト及び各種団体が主催する TOEIC®IP テスト（各大学生協主催のカレッジ TOEIC®，

本学主催の TOEIC®IP テストを含みます）によって判定することとし，本人確認が可能なス

コアシート（出願受付開始日から遡って 5 年以内のもの）のみ有効とします。ただし，スコア

シートが提出できない場合，筆記試験（英文読解）による判定に替えることができますので，

事前にお問い合わせください。 

 

注 1）TOEIC®Speaking&Writing Tests，TOEIC®Speaking Test，TOEIC Bridge®のスコアは評価の対象

となりません。 

注 2）TOEIC®受験に係る費用は、志願者の自己負担となりますのでご了承ください。 
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選抜の方法 時 間 摘     要 

学力検査  

出願受付開始日から遡って5年以内のTOEIC®公開テスト

又は各種団体が主催する TOEIC®IP テストの本人確認が

可能なスコアシートを出願時に提出してください。 
 
＜筆記試験に替える場合は，以下となります。＞ 
筆記試験（英文読解） 10:30～12:00 
※辞書（1 冊：電子式は不可）の持ち込みを認めます。 

口述試験 13:30～ 

修士論文、研究業績書、研究成果資料、（又は研究経過報告）

及び研究計画書等についてプレゼンテーション（10 分間・

質疑応答 10 分間）を行ってもらいます。また、志願理由、

意欲、目的、学歴、職歴等について併せて説明頂きます。 

 

○出願資格＜⑦⑧に該当する者は、入学資格審査が必要です。＞ 

2025 年 10 月入学志願者は 2026 年 3 月 31 日を 2025 年 9 月 30 日、2026 年 10 月入学志願

者は 2026 年 3 月 31 日を 2026 年 9 月 30 日と読み替えてください。 

 

【一般選抜】 

下記の①～⑧のいずれかに該当する者 

【社会人特別選抜】 

出願時において、企業等で 1 年以上の勤務経験があり、原則として 2 年以上（入学時）研

究に従事し、下記の①～⑧のいずれかに該当する者 

【外国人留学生特別選抜】 

「留学」在留資格を取得又は取得見込みの者で、修学に必要な程度の日本語能力があり、

下記の①～⑧のいずれかに該当する者 

 

①修士の学位又は専門職学位を有する者及び 2026 年 3 月 31 日までに修士の学位又は専門職

学位を取得見込みの者 

 

②外国において修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者及び 2026年 3月 31

日までに取得見込みの者 

 

③外国の学校が行う通信教育における授業科目を日本において履修し、修士の学位又は専門職

学位に相当する学位を授与された者及び 2026 年 3 月 31 日までに取得見込みの者 

 

④我が国において、外国の大学院の課程を有するものとして当該国の学校教育制度において位

置付けられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了し、修士

の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者及び 2026 年 3 月 31 日までに取得見込

みの者 

 

⑤国際連合大学本部に関する国際連合と日本国との間の協定の実施に伴う特別措置法（昭和 51

年法律第 72 号）第 1 条第 2 項に規定する 1972 年 12 月 11 日の国際連合総会決議に基づき設

立された国際連合大学（以下「国際連合大学」という。）の課程を修了し、修士の学位に相当す
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る学位を授与された者 

 

⑥外国の学校、④の指定を受けた教育施設又は国際連合大学の教育課程を履修し、大学院設置

基準第 16 条の 2 に規定する試験及び審査に相当するものに合格し、修士の学位を有する者と

同等以上の学力があると認められた者 

 

⑦文部科学大臣の指定した者（平成元年 9 月 1 日文部省告示第 118 号） 

《大学を卒業し、又は外国において学校教育における 16 年の課程を修了した者、若しくは外

国の学校が行う通信教育における授業科目を日本において履修することにより当該外国の学

校教育における 16 年の課程を修了した後、大学、研究所等において 2026 年 3 月 31 日までに

2 年以上研究に従事する者で、本研究科において、当該研究の成果等により、修士の学位又は

専門職学位を有する者と同等以上の学力があると認めた者をいいます。》 

 

⑧本研究科において、個別の入学資格審査により、修士の学位又は専門職学位を有する者と同

等以上の学力があると認めた者で、2026 年 3 月 31 日までに 24 歳に達する者 

 

○出願手続き 

１）出願方法 

  出願資格①～⑥の一般選抜、社会人特別選抜、外国人留学生特別選抜での入学志願者は、

出願期間内に＜出願書類等（表１）＞を郵送（書留速達：必着）又は持参により提出してく

ださい。※出願書類等は、返還しません。 

 

２）出願先  三重大学地域イノベーション学研究科チーム 

       （三重大学地域イノベーション研究開発拠点 D 棟１階） 

       〒514-8507 三重県津市栗真町屋町 1577  

TEL：059-231-9632 

 

○入学資格審査 

出願資格⑦⑧の一般選抜、社会人特別選抜、外国人留学生特別選抜で出願しようとする入学

志願者には、個別の入学資格審査を行います。事前に地域イノベーション学研究科チームへ照

会してください。また、志望する教育研究分野の教員又は指導予定教員と事前に必ず連絡を取

ってから出願してください。 

１）入学資格審査書類提出期間 

2025 年 10 月入学 第二次募集及び 2026 年 4 月入学 第一次募集： 

2025 年 4 月 30 日（火）～2025 年 5 月 20 日（月） 

2026 年 4 月入学 第二次募集及び 2026 年 10 月入学 第一次募集： 

2025 年 11 月 5 日（火）～2025 年 11 月 15 日（金） 

※受付時間は平日の 9 時から 17 時、郵送（書留速達に限る。）の場合は期間内必着のこと。 
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２）入学資格審査結果通知期日 

2025 年 10 月入学 第二次募集及び 2026 年 4 月入学 第一次募集： 

2025 年 5 月 29 日（木）以降 

2026 年 4 月入学 第二次募集及び 2026 年 10 月入学 第一次募集： 

2025 年 11 月 27 日（木）以降 

 

３）入学資格審査出願書類 

出願書類等（表２）に記された必要書類（受験票送付用封筒、入学検定料振込証明書以外）

を提出してください。出願資格⑦⑧の一般選抜、社会人特別選抜、外国人留学生特別選抜に該

当する者の認定は、出願書類等の審査により行います。審査の結果「入学資格あり」と認定さ

れた場合は、入学検定料（30,000 円：出願期間内の入金必須）を振込み完了後、振込証明書（原

本）を出願期間内に提出してください。なお、出願書類は再度提出していただく必要はありま

せん。 

 

４）審査の結果「入学資格あり」と認定されたが諸般の事情により受験できなかった、受験し

たが不合格となった場合は、本年度内実施の入学試験に限り審査結果を有効とします。 

 

○入学検定料の返還について 

入学検定料の返還に該当する者及び返還手続きは、次のとおりです。 

なお、①～⑤に該当しない者は理由の如何を問わず入学検定料の返還は行いません。 

 

【検定料返還対象者】 

①入学検定料を払い込んだが出願しなかった（出願書類等を提出しなかった又は出願が受

理されなかった）者 

②入学検定料を誤って二重に払い込んだ場合 

  ③出願無資格者であることが判明した者 

  ④本学博士前期又は修士課程を修了し、引き続き本学博士課程又は博士後期に進学する者 

  ⑤大規模な風水災害等を理由に学長が認めた者 

 

【検定料返還手続き】 

返還手続きについては、以下の web サイトをご参照ください。 

 https://www.mie-u.ac.jp/exam/faculty/folder/ 

なお、返還手続きには入学検定料「振込証明書」の原本が必要です。 

 

【問合せ先・返還請求書送付先】 

三重大学財務部財務管理チーム収入担当 

TEL:059-231-9028 （平日 9-17 時） 

E-mail: syunyu@ab.mie-u.ac.jp 

〒514-8507 三重県津市栗真町屋町 1577 
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○出願書類等（※出願書類等は、返還しません〔返還方法の記載がある場合を除く〕。） 

・出願書類等（表１）【一般選抜、社会人特別選抜、外国人留学生特別選抜】出願資格①～⑥ 

志願者は下記の書類を提出してください。○印の書類は全員が必要です。△は該当者のみ 

出願書類 摘   要 

一
般
選
抜 

社
会
人
選
抜 

外

国

人

選

抜 

入学志願票 【本研究科所定の様式】 
必要事項を記入してください。志望する指導教員に研究内容等を事前相談

してから作成してください。 

○ ○ ○ 

履歴書 ○ ○ ○ 

受験票・写真票 
【本研究科所定の様式】 
出願日前 3 か月以内に撮影した写真を貼ってください。 ○ ○ ○ 

修士課程修了（見

込み）証明書 
出身大学又は学校等の修士課程修了（見込み）証明書 
※現在、本学に正規生として在籍する者は不要です。 △ △ △ 

成績証明書 
学部の成績証明書 ○ ○ ○ 

大学院修士課程の成績証明書 ○ ○ ○ 

修士論文等要旨 

【本研究科所定の様式】 
ｱ）修士の学位を有する者は、学位論文の要旨を 1,000 字以内で記入してく

ださい。 
ｲ）ｱ）以外の者は、1,000 字以内で研究経過を記入してください。 

○ ○ ○ 

研究業績書 【本研究科所定の様式】 ○ ○ ○ 

研究業績の概要 
【本研究科所定の様式】 
修士論文に関連したもののほかに研究業績がある場合は、1,000 字程度（図・

表等も可）で作成してください。 
△ △ △ 

研究成果資料 

出願者の研究業績（著書、学術論文、学術報告、学会発表、特許等）がある

場合は、それを示す資料を添付してください。 
共同研究の場合は、出願者が担当した部分を明確にした資料を添付してく

ださい。 

△ △ △ 

研究計画書 

【本研究科所定の様式】 
博士後期課程での研究（希望）計画書（1,000 字程度、図・表等を含めるこ

とも可）を作成してください。なお、作成にあたっては志望する指導予定教

員に問合せてください。 

○ ○ ○ 

TOEIC® ス コ ア

シート等 

本人確認が可能なスコアシート（出願受付開始日から遡って 5 年以内のも

の）を提出してください。 
資料の返還を希望する場合は、提出資料返還願（任意様式）を提出してくだ

さい。試験日以降に地域イノベーション学研究科チームにて返還します。 

○ △ ○ 

受験票送付用封筒 

長形 3 号の定形封筒に郵便番号、住所、氏名を明記し、620 円分の切手（特

定記録郵便速達）を貼ってください。 
※郵便料金は変更される場合がありますので、最新情報については、日本郵

便株式会社の公式ウェブサイトでご確認ください。 

○ ○ ○ 

入学検定料 

【本学所定の振込用紙】 
30,000 円（振込手数料が別途必要となります。） 
振込の際には、振込用紙に記載の【納入方法】と【注意事項】を必ずお読み

ください。 
※日本政府（文部科学省）国費外国人留学生・本学大学院研究科の修士課程

又は前期課程を修了し、引き続き本研究科後期課程へ進学希望する者は不

要です。 

○ ○ ○ 

健康診断書 

【本研究科所定の様式】（https://www.mie-u.ac.jp/exam/health/） 
出願期間中に海外在住の者（日本国籍者含む）で、受験のために新たに渡日

する者は、出願時から遡って 6 ヶ月以内に作成された診断書を提出してく

ださい。 

△ △ △ 

国籍・在留資格を 

証明できる書類 
外国人留学生は、入国査証、在留カードの写し等を提出してください。 △ △ ○ 
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・出願書類等（表２）【一般選抜、社会人特別選抜、外国人留学生特別選抜】出願資格⑦⑧ 

志願者は下記の書類を提出してください。○印の書類は全員が必要です。△は該当者のみ 

出願書類 

＜入学資格審査＞ 
摘   要 

一
般
選
抜 

社
会
人
選
抜 

外
国
人
選
抜 

入学資格審査申請書 
【本研究科所定の様式】 

必要事項を記入してください。志望する指導教員に研究内容等を事前相

談してから作成してください。 

○ ○ ○ 

入学志願票 ○ ○ ○ 

履歴書 ○ ○ ○ 

受験票・写真票 
【本研究科所定の様式】 
出願日前 3 か月以内に撮影した写真を貼ってください。 ○ ○ ○ 

成績証明書 学部等の成績証明書 ○ ○ ○ 

研究業績書 【本研究科所定の様式】 ○ ○ ○ 

研究業績の概要 
【本研究科所定の様式】 
研究業績がある場合は，1,000 字程度（図・表等も可）で作成してくだ

さい。 
△ △ △ 

研究成果資料 

出願者の研究業績（著書、学術論文、学術報告、学会発表、特許等）が

ある場合は、それを示す資料を添付してください。 
共同研究の場合は、出願者が担当した部分を明確にした資料を添付して

ください。 

△ △ △ 

研究計画書 

【本研究科所定の様式】 
博士後期課程での研究（希望）計画書（1,000 字程度、図・表等を含め

ることも可）を作成してください。なお、作成にあたっては志望する指

導予定教員に問合せてください。 

○ ○ ○ 

TOEIC®スコアシート等 

本人確認が可能なスコアシート（出願受付開始日から遡って 5 年以内の

もの）を提出してください。 
資料の返還を希望する場合は、提出資料返還願（任意様式）を提出して

ください。試験日以降に地域イノベーション学研究科チームにて返還し

ます。 

○ △ ○ 

健康診断書 

【本研究科所定の様式】 
（https://www.mie-u.ac.jp/exam/health/） 
出願期間中に海外在住の者（日本国籍者含む）で、受験のために新たに

渡日する者は、出願時から遡って 6 か月以内に作成された診断書を提出

してください。 

△ △ △ 

国籍・在留資格を 

証明できる書類 
外国人留学生は、入国査証、在留カードの写し等を提出してください。 △ △ ○ 

※以下は、審査の結果「入学資格あり」と認定された場合、出願期間内に支払い及び提出をしてください。 

受験票送付用封筒 

長形 3 号の定形封筒に郵便番号、住所、氏名を明記し、620 円分の切手

（特定記録郵便速達）を貼ってください。 
※郵便料金は変更される場合がありますので、最新情報については、日

本郵便株式会社の公式ウェブサイトでご確認ください。 

○ ○ ○ 

入学検定料 
（入学資格審査の申

請時には入金しない

でください。） 

【本学所定の振込用紙】 
30,000 円（振込手数料が別途必要となります。） 
振込の際には、振込用紙に記載の【納入方法】と【注意事項】を必ずお

読みください。 
※日本政府（文部科学省）国費外国人留学生は不要です。 

○ ○ ○ 
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○渡日前健康診断について（本学様式必須：https://www.mie-u.ac.jp/exam/health/） 

  出願期間中に外国に在住している者（日本国籍を有する者を含む）で、受験するために新

たに渡日する者は、渡日前健康診断書（本学所定の様式）を本学 HP から取得し、原本また

は PDF を出願時に提出してください。 

渡日前健康診断書は、出願期間の初日の時点から起算して 6 ヶ月以内に海外の医療機関に

おいて公式に作成されたものとします。なお、健康診断に係る費用は、志願者の自己負担と

なります。 

 

※本学保健管理センターにおいて健康診断書を確認し、結核感染等が確認された場合には、

入学試験期日の 2 週間前までに新たに健康診断書を提出し、「感染のおそれがない」と認め

られない限り、入学試験を受験することはできません。（※参照：入学検定料の返還について） 

 

○注意事項 

（１）出願書類に記入漏れ等不備がある場合は、受理しないことがあります。 

（２）出願書類等に虚偽の記載内容があった場合は、入学決定後であっても、入学許可を取り

消すことがあります。 

（３）三重大学では、「外国為替及び外国貿易法」に基づき、国立大学法人三重大学安全保障輸

出管理規程を定め、外国人留学生の受入れに際して厳格な審査を実施しています。規制事

項に該当する場合は、希望する教育が受けられない場合や研究できない場合があります。 

  【参考】安全保障輸出管理（三重大学 HP）https://www.crc.mie-u.ac.jp/rm/export/ 

 

○障害のある入学志願者との事前相談 

本研究科の入学志願者で、疾病・負傷や身体障害のため、受験上及び就学上の配慮を必要と

する者は、下記の相談の時期までに下記の申請先に事前相談の申請をしてください。 

 また、相談の時期後に本学を志願することとなった場合及び不慮の事故等により障害を有す

ることとなった場合は、その時点で速やかに相談してください。 

事前相談は障害等のある志願者に本学の現状をあらかじめ知っていただき、受験及び修学に

関してより良い方法やあり方を模索するためのもので、障害のある方の受験や修学を制限する

ものではありません。 

 

（1）申請書様式 

 「出願前相談申請書」：申請書の様式は、本研究科ウェブサイトの入試情報（https://www.mie-

u.ac.jp/innovation/admission/examinee/）の出願書類よりダウンロードしてください。 

 参考として、「医師の診断書（原本）」、「障害者手帳（写）」等を提出してください。 

 

（2）申請先 

 三重大学地域イノベーション学研究科  〒514-8507 三重県津市栗真町屋町 1577 

                          TEL：059-231-9632 

                          FAX：059-231-9956 

（3）申請方法 

 電話又は FAX によりあらかじめ地域イノベーション学研究科チームに連絡した上で、出願

前相談申請書を郵送などの方法により提出してください。 
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（4）相談の時期（平日の 9 時から 17 時まで） 

2025 年 10 月入学 第二次募集及び 2026 年 4 月入学 第一次募集： 

2025 年 5 月 30 日（金）まで 

   2026 年 4 月入学 第二次募集及び 2026 年 10 月入学 第一次募集： 

2025 年 10 月 31 日（金）まで 

 

事前相談の対象となる者【参考】 

区  分 対 象 と な る 者 

①視覚障害 

・点字による教育を受けている者 

・両眼の矯正視力がおおむね 0.3 未満の者のうち、拡大鏡等の使用によっても通

常の文字、図形等の視覚による認識が不可能又は著しく困難な程度の者 

・視力以外の視機能障害が高度な者のうち、拡大鏡等の使用によっても通常の文

字、図形等の視覚による認識が不可能又は著しく困難な程度の者 

・上記以外で視覚に関する配慮を必要とする者 

②聴覚障害 
・両耳の平均聴力レベルが 60 デシベル以上の者 

・上記以外で聴覚に関する配慮を必要とする者 

③肢体不自由 

・体幹の機能障害により座位を保つことができない者又は困難な者 

・両上肢の機能障害が著しい者 

・上記以外で肢体不自由者に関する配慮を必要とする者 

④病  弱 
・慢性の呼吸器疾患、心臓疾患、腎臓疾患、消化器疾患等の状態が継続して医療

又は生活規制を必要とする程度の者、又はこれに準ずる者 

⑤発達障害 
・学習障害、注意欠陥多動性障害、自閉症、アスペルガー症候群、広汎性発達障

害等のため配慮を必要とする者 

⑥そ の 他 ・①～⑤の区分以外の者で配慮を必要とする者 

「注」日常生活においてごく普通に使用されている補聴器、松葉杖、車椅子等を使用して受験

する場合も、試験場設定等において何らかの配慮が必要となる場合がありますので、事前に相

談してください。 

 

（5）受験上の配慮の例 

・試験場への乗用車の入構     ・試験室を別室に設定 

・車椅子の使用          ・座席を最前列／最後列／出入口近く等に設定 

・補聴器の使用          ・試験室を障害者用トイレ近くに設定 

・連絡事項の文書による伝達    ・試験時間の延長 

 

三重大学の取組み 

本学では，「三重大学における障害のある学生の支援に関する基本方針」を定めており，各

学部及び学内関連組織と連携を図りながら，学生支援に取り組んでいます。詳細は以下のウ

ェブページをご参照ください。 

 

https://www.mie-u.ac.jp/support/education/shogai-shien-policy.html 
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○個人情報の利用について 

 独立行政法人等の保有する個人情報の保護に関する法律（以下「個人情報保護法」という）

が平成 17 年 4 月 1 日から施行されました。 

本学が入学選抜を通じて取得した個人情報の利用については、入学者選抜に係わる業務のほか、

次のとおりです。 

（１）合格者の住所・氏名等を入学手続に係わる業務で利用します。 

（２）入学手続者の住所・氏名等を入学後の学籍管理等の修業に係わる業務並びに健康診断等

の保険管理に係わる業務で利用します。 

（３）入学手続者の住所・氏名等を入学料並びに授業料徴収等の納付金管理に係わる業務で利

用します。 

（４）入学者選抜で取得した成績等の個人情報を入学料免除及び授業料免除並びに奨学生選考

等の修業支援に係わる業務で利用します。 

（５）個人が特定できない形で統計処理等の付随する業務並びに本学における入学者選抜に関

する調査で利用します。 

※本学が取得した個人情報は、法で定められた場合を除き、本人の同意を得ることなく、上

記以外の目的で利用または第三者に提供することはありません。 

 

○過去の入学試験問題について 

三重大学地域イノベーション学研究科事務室において、過去 3 年分の学力検査の試験問題を

閲覧いただけます。また、コピーしたものをお渡しすることも可能です。 

 

○入学手続き 

入学手続きに必要な書類は、2026 年 3 月上旬（10 月入学は 9 月上旬）に送付します。 

 注）在職者は、所属長の入学承諾書が必要です。 

 

○入学料及び授業料 

   ①入学料：282,000 円（予定額） 

   ②授業料：前期分 260,400 円（予定額） 

       （年 額 520,800 円）（予定額） 

   注）①は国費外国人留学生及び本学大学院研究科の修士課程又は前期課程から引続きの

進学者は不要、②は国費外国人留学生のみ不要です。 

   注）在学中に授業料の改定が行われた場合には改定された新授業料が適用されます。 

 

○長期履修学生制度について 

 長期履修学生制度は、職業等に従事しながら、個人の事情に応じて、柔軟に標準修業年限（3

年）を超えて履修し学位等を取得できるようにする制度です。 

 長期履修学生として認められる修業年限は最大 6 年となります。それぞれの年（学期）に支

払う授業料は、3 年間（標準修業年限）に支払うべき授業料総額をあらかじめ認められた修業

年限で除した額となります。（下記【授業料の納入例】参照） 

 長期履修を希望する者は、申請期限内（4 月入学は 2 月 20 日、10 月入学は 8 月 20 日、い

ずれも当該日が休日等の場合は翌平日）に「長期履修申請書（本研究科所定の様式）」及び「在

職証明書等（在職証明書またはそれに準ずる書類）」を提出する必要があります。長期履修申請
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書（本研究科所定の様式）は、事前に下記事務室へ請求してください。 

 長期履修申請の審査結果は後日、合格者本人に通知します。 

 

【授業料の納入例】 

標準修業年限（3年）                                                                      

１年目 

(520,800円) 

２年目 

(520,800円) 

３年目 

(520,800円) 

  

 

授業料総額 1,562,400円 

 

①出願時に申請し、4年の長期履修学生として認められた場合                        

１年目 

(390,600円) 

２年目 

(390,600円) 

３年目 

(390,600円) 

４年目 

(390,600円) 

 

 

 

         1,562,400 円 ÷4 年 ＝ 390,600 円（１年間の授業料） 授業料総額 1,562,400 円 

 
 
②出願時に申請し、5年の長期履修学生として認められた場合                     

１年目 

(312,480円) 

２年目 

(312,480円) 

３年目 

(312,480円) 

４年目 

(312,480円) 

５年目 

(312,480円) 

 

 

 

         1,562,400 円 ÷5 年 ＝ 312,480 円（１年間の授業料） 授業料総額 1,562,400 円 

 

長期履修学生制度についての詳細は、下記事務室へお問い合わせください。 

三重大学地域イノベーション学研究科チーム 

〒514-8507 三重県津市栗真町屋町 1577 

TEL：059-231-9632  FAX：059-231-9956 

 

○大学院設置基準第 14 条に定める教育方法の特例による教育の実施について 

 近年、科学技術の進歩に伴い、大学院における社会人技術者、教育者、研究者の再教育への

要望が高まっています。しかし、通常の教育方法のみで大学院教育を実施した場合、社会人は

標準で 3 年間その勤務を離れて就学することが必要となるため、大学院教育を受ける機会が制

約されています。 

 このため大学院設置基準第 14 条では、「大学院の課程においては、教育上特別の必要がある

と認められる場合には、夜間その他特定の時間又は時期において授業又は研究指導を行う等の

適当な方法により教育を行うことができる。」旨規定され、社会人の就学に特別措置を行うこ

とが配慮されています。 

 これを踏まえ、本研究科では、大学院での履修を希望する社会人を積極的に受け入れるため、

概ね次のように実施します。 

 

１．授業等の実施方法 

（１）通常の授業時間帯の他に、平日は夜間の 11・12 時限（18：00～19：30）、休日は土曜
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日の第 1～8 時限（8：50～16：10）の間に授業を受けることができます。 

（２）夏期休業中などの長期休暇を利用して集中授業を受けることもできます。 

（３）講義の一部については自宅学修により履修できます。 

（４）上記による場合は、指導を希望する教員と十分相談の上、実施可能な履修計画を立てて

ください。 

 

２．研究内容と場所 

（１）社会人学生の研究は、本研究科の指導教員の指導によって実施し、その内容は公表され

ることになります。その場合、教員の選んだテーマ以外にも、教員の了解を得て、勤務先

等での研究体験を通して選んだテーマで研究を行うこともできます。 

（２）研究を全うするために、大学にない特殊な研究設備などを必要とする場合には、本研究

科の研究室以外に、許可が得られれば他研究科、勤務先等の施設や設備を利用することが

認められています。 

 

○博士論文と博士論文の要旨等のウェブサイトの利用による公表について 

 学位規則の一部を改正する省令（平成 25 年文部科学省令第 5 号）が平成 25 年 3 月 11 日に

公布され、平成 25 年 4 月 1 日から施行されたことに伴い、「三重大学学位規則」が以下のよう

に改正されました。 

＜三重大学学位規則抜粋＞ 

（博士論文の要旨等の公表） 

第 14 条 本学は、博士の学位を授与したときは、当該博士の学位を授与した日から 3 月以内

に、当該博士の学位の授与に係る論文（以下「博士論文」という。）の内容の要旨及び論文審

査の結果の要旨を本学が指定するウェブサイトの利用により公表するものとする。 

（博士論文の公表） 

第 15 条 博士の学位を授与された者は、当該博士の学位を授与された日から 1 年以内に、当

該博士論文の全文を公表するものとする。ただし、当該博士の学位を授与される前に既に公

表したときは、この限りでない。 

2 前項の規定にかかわらず、博士の学位を授与された者は、やむを得ない事由がある場合に

は、学長の承認を受けて、当該博士論文の全文に代えてその内容を要約したものを公表する

ことができる。この場合において、学長は、その論文の全文に求めに応じて閲覧に供するも

のとする。 

3 前 2 項の規定による公表は、本学が指定するウェブサイトの利用により行うものとする。 

 

○博士課程（博士後期課程）の学生を対象とする「次世代研究者挑戦的研究プログラム」（SPRING）

について 

三重大学は国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）の採択を得て、我が国の科学技術・

イノベーションに貢献する人材育成として「三重の価値が育む博士人材創出プロジェクト「常

若」（TOKOWAKA）」に取り組んでいます。 

このプロジェクトでは、博士課程（博士後期課程）の学生のうち、選抜された 36 名（令和 6

年度現在の採用枠）の学生を対象として、経済的な不安の軽減を図る修学支援と研究費の支援

を行うとともに、キャリア開発・育成コンテンツとして各種能力の育成を図る取組を行ってい

ます。 
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このプロジェクトへの応募方法や取組の詳細は、SPRING のホームページでご確認くださ

い。 

〇三重大学 SPRING における支援概要（令和 6 年 4 月現在） 

研究奨励費（生活費相当額）：年額 216 万円（月額 18 万円） 

研究費：年額 30 万円 

支援期間：3 年または 4 年（所属する専攻の標準修業年限内） 

 

〇三重大学 SPRING ホームページ 
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○教育研究分野 

 本研究科は、次表の専任教員の教育研究分野以外に、本学の他の研究科の教員との共同研究

も推進しており、種々の分野を融合した新しい境界領域を教育研究します。 

 

専任教員 （2025 年 4 月現在） 

ユニット 担 当 教 員 役割 研究分野の内容 

地
域
新
創
造
ユ
ニ
ッ
ト 

教 授  青 木 雅 生 R&D 経営学、経営史、研究開発マネジメント論、中小企業論 

教 授  大 山 暁 男 R&D  植物栽培生理学、植物ゲノミクス、植物遺伝育種学 

教 授  小 林 一 成 R&D 植物病理学、応用植物ゲノム学 

教 授  水 藤 弘 吏 R&D 
スポーツ科学、体育・身体教育学、スポーツバイオメカ

ニクス 

教 授  諏訪部 圭 太 R&D 植物育種学、植物分子遺伝学、植物細胞生物学 

教 授  西 村 訓 弘 PM 地域イノベーション学、トランスレーショナル医科学 

教 授  野 中 章 久 R&D 農業経済学、農業経営学、農業情報研究 

教 授  橋 本 忠 範 R&D 無機化学、無機材料化学、機能性材料化学 

教 授  浜 田 吉 司 PM 経営学、地域イノベーション論 

准教授  洪   性 旭 R&D 経営学、社会学、ソーシャルビジネス論、公共政策論 

教 授  松 田 裕 子 R&D 農業経済学、地域政策学 

教 授  丸 山 直 樹 R&D 熱流体工学、伝熱工学、環境工学、エネルギー変換工学 

教 授  森   久 綱 R&D 農業経済論（生産材市場）、資源循環システム論 

教 授  矢 野 竹 男 R&D 
免疫化学、免疫測定、食品化学、食物アレルギー、フィ

トケミカル、プロジェクト・マネジメント 

准教授  加賀谷 安 章 R&D 植物生理学、植物分子生物学、植物分子遺伝学 

准教授  加 藤 貴 也 PM 
バイオメカニクス、バイオエンジニアリング、産学官連

携、アントレプレナーシップ論 

准教授  狩 野 幹 人 PM 
食品工学、分光分析、知的財産マネジメント、技術移転

マネジメント、リスクマネジメント 

准教授  水 木 千 春 R&D 集落地理学、歴史地理学、地域防災論 

准教授  八 神 寿 徳 PM 知的財産マネジメント、技術移転、計算科学、流体工学 
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○連携大学院 

 三重大学大学院地域イノベーション学研究科は、大学院教育の実施にあたり、株式会社浅

井農園と連携して連携大学院を設置しています（R7.4.1 設置）。 

 

連携大学院方式について 

連携大学院方式とは、連携する研究機関がもつ高度な研究水準（施設・設備・人的資源

〔技術・方法論〕）を活用して大学院教育を行うもので、連携機関からは研究者が連携大学

院の連携教員として教育研究に参加するとともに、当該機関においても学生を受け入れ、学

生に対する研究指導を行います。 

 

担 当 教 員 役割 研究分野の内容 

連携教授   浅 井 雄一郎 

（株式会社浅井農園） 

R&D 

PM 
先端農業経営学、植物工場システム学、地域イノベーション学 

連携准教授  中 島 正 登 

（株式会社浅井農園） 
R&D 園芸学（施設園芸・果樹）、植物生理学 

連携准教授  澁 谷 九 輝 

（株式会社浅井農園） 
R&D 施設園芸工学、光計測学 
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博士後期課程の学位取得までの履修モデル 

 

地域新創造ユニット（博士後期課程） 

研究テーマ：生体機能の異常部位を特定するための医療用診断支援システムの開発 

特別研究の進め方 

本プロジェクトでは、画像解析を専門とする R&D 教員とメディカル・サイエンスを専門とする R&D 教員

が研究指導を行うことで生体機能の知見を整理し、臨床事例に応じた医療用診断支援システムを開発する

ために必要な要素技術の研究を行う。さらに、PM 教員が特別研究に加わり、関連する産業界の分析を行わ

せることで研究成果の応用ターゲットを設定させ、特別研究の成果を実用化するための研究開発プロジェ

クトについて実践的な戦略と手順を考察・立案させる。 

修了後の進路予定 

○医療機器製造企業における各種検査データからの疾患部の検出支援システムの開発主任 

○医療システム開発企業における各種検査データからの総合的診断システムの開発主任 

修了要件 

「専門科目」から１４単位以上及び「特別研究」８単位の合計２２単位以上を修得し、かつ必要な論文

指導を受けた上で、地域イノベーション学研究科が行う博士論文の審査及び最終試験に合格すること。 

科目群 

専門科目 

（必修・選択：１４単位以上） 

特別研究 

（必修：８単位） 

学際研究に必要な幅広い専門知識と研究開発マネ

ジメントに必要な専門知識の修得を目的とする。 

PM 教員と R&D 教員によるサンドイッチ方式で、地域

産業界との共同研究プロジェクトを題材とした OPT

型教育によって指導する。 

１年次 

○地域新創造マネジメント特論Ⅰ(2 単位) 

○各特論 2単位×4 科目＝8 単位 

・工学イノベーション実践特論 

・バイオイノベーション実践特論 

・社会イノベーション実践特論 

・地域新創造特論Ⅰ～ⅩⅣ 

○特別研究 

・研究計画の策定と研究の実施 

・製品化ターゲットの考察（マネジメント教育） 

到達目標：専門科目の単位取得、製品化ターゲット考察課題の決定 

 

２年次 

 

○地域新創造マネジメント特論Ⅱ（2単位） 

○地域イノベーション学演習（1 単位） 

○グローバルコミュニケーション演習（1 単位） 

 

○特別研究 

・研究と事業化検討を並行で実施する 

・国際学会、国内学会、研究会等で研究成果を発表 

到達目標：国内外学会での研究成果発表 

３年次 

 

○特別研究 

・事業化の検討結果をセミナー等で発表 

・博士論文の取りまとめ 

到達目標：査読付き科学雑誌への掲載受理（１件以上）、博士論文の提出・合格 

授与する学位： 博士（学術） 
  

※掲載の履修モデルは令和 6年度現在のものです。 
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各種問合せ先 

＊平日（年末年始及び夏季休業日は除く。）9 時から 17 時までにお問い合わせください。 

地域イノベーション学研究科の入学試験に

関すること 

三重大学地域イノベーション学研究科チーム 

（三重大学地域イノベーション研究開発拠点 

D 棟 1 階） 

〒514-8507 三重県津市栗真町屋町 1577 

TEL:059-231-9632 

FAX:059-231-9956 

E-mail：innov-jimu@ab.mie-u.ac.jp 

奨学金（日本学生支援機構）に関すること 
三重大学学務部学生支援チーム 

TEL：059-231-9061 

入学料徴収猶予及び入学料・授業料免除に

関すること 

三重大学学務部学生支援チーム 

TEL：059-231-9678 

学生寮に関すること 
三重大学学務部学生支援チーム 

TEL：059-231-5371 

入学料及び授業料の納入に関すること 
三重大学財務部財務管理チーム 

TEL：059-231-9028 
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